Ｕ－１６ジュニアユース・オーストラリア海外遠征　広報資料
１　大会名称　　2008 Pacific School Games
２　期　　日　　平成２０年１１月２７日（木）～１２月８日（月）

　　　　　　　　　　　　  １１月３０日（日）～１２月６日（土）・・・大会
３　開催場所　　オーストラリア・キャンベラ　National Hockey Centre LYNEHAM
４　主 催 者    2008　Pacific School Games、ACT School Sports Council
５　参 加 国　　男子：オーストラリアの8州、パキスタン、マレーシア、日本

女子：オーストラリアの8州、香港、シンガポール、日本
                大会日程・試合方法は未定。

６　参加年齢基準   １６歳以下
７　大会の概要　　　４年に１回、オーストラリアの各都市で開催される大会である。前回メルボルン大会では、２８の国とオーストラリアの各州、また３１００人が参加している。２００８年キャンベラ大会では、ホッケー、陸上、水泳、バスケットボール、飛び込み競技が行われる。なお、ホッケー競技は今大会から初めて開催される。

８　チーム紹介
男子チーム

☆ＪＡＰＡＮチームのＰＲ点

1968年以来となる五輪出場を目指し、悲願の五輪出場に向けて、将来日本代表としてオリンピックで活躍できる選手の発掘を目指し、現時点では最強の18名を全国から選出した。
ＦＷは昨年度同様にフルプレスを中心としたプレースタイルを徹底したいため、俊足で一生懸命ボールを追え、献身的なプレーができるとことが特徴である。また、少ないチャンスを得点につなげられるシュート力のある選手をそろえた。

ＭＦには、絶対的なキープ力のある選手をおき、相手にボールを奪われることなくゲームメイクをし、時には自ら相手ＤＦをドリブル突破し、得点ができる選手をそろえた。また、ＣＨに視野の広い選手を置き、相手ＦＷのプレスをかわしつつ、ボールを散らす選手を配した。　
ＤＦは外国人とのボデｨーコンタクトにも負けない大型選手をそろえ、相手に当たり負けしないこと、相手のボールを果敢にインターセプトすること、強いストロークでＦＷに　繋ぐことができる選手を配置した。

現時点の最高の選手を選考した、将来性のある選手の活躍にご期待ください。
☆ＪＡＰＡＮチームの目標

Ｕ―１６日本代表の時点では世界各国とは十分に戦えるスキルを要している。日本人の器用さと繊細さを要して全力で戦う。
女子チーム

☆ＪＡＰＡＮチームのＰＲ点

女子はオリンピックで活躍できる選手の育成を念頭に、外国人にあたり負けしないスピードとパワーを持った精鋭１８名を全国から選出した。11人制ホッケーには不慣れな選手が多いが、オープンスペースへのパスや動きなど、スタッフの説明を素直に聞きプレーしようとする素直さと協調性がある、将来有望な選手ばかりである。

ＦＷは両ウイングに突破力があり、両サイドから攻め込むことができる。ＣＦにおいては、オープンスペースに動くプレーとシュート力に優れており、チャンスを得点に結びつけることができる。

ＤＦは大型選手をそろえ、相手の攻撃をしっかり押さえ、奪ったボールを大きな展開力で攻撃につなげることができる。

高校へ進学してもホッケーを続ける意志のある選手達なので、３年後のＵ－１８、ジュニア、シニアチームを夢見て一生懸命努力できるチームである。
☆ＪＡＰＡＮチームの目標

参加チームのレベル（各州選抜チーム、シンガポール、香港）が予想できないが、全試合勝ちを意識して取り組みたい。

９　ＪＡＰＡＮチームが最近３ヵ年で海外遠征した成績

遠征はすべてオーストラリア

●２００５（Ｈ１７年度・キャンベラ）

　・スクールズトーナメント　男子：６勝　女子：４勝１敗

　・ＡＣＴＡＳ（首都特別地域の選抜チーム）男子：２勝１敗１分　女子：１勝２敗１分
●２００６（Ｈ１８年度・キャンベラ）

　・スクールズトーナメント　男子：６勝１敗、女子：６勝

　・ＡＣＴＡＳ、地元メーカースポンサーチーム　

男子：２勝２敗、女子：２勝２敗

●２００７（Ｈ１９年度・パース）

　・ＦＨＥカップ　男子：３勝（優勝）　女子：１勝２敗（３位）
１０　大会ホームページ

　　　http://www.pacificschoolgames.edu.au/
１１　取材対応窓口

日本ホッケー協会中学校部会海外遠征事務局 　鯖江中学校　吉田能克
  　  TEL 090-4375-0262  　FAX 0778-51-9053
 　　 e-mail 　katsusaba@yahoo.co.jp
